
第 1回 千曲川・犀川大規模氾濫に関する減災対策協議会 
議 事 概 要 

 

 

１ 日時：平成２８年４月２６日（火） １６：００～１７：００ 

２ 会場：長野市若里市民文化ホール ２階 会議室１・２・３ 

３ 出席者 

 ●構成員 

  ・長 野 市 長  加藤 久雄（代理：総務部危機管理防災課） 

  ・松 本 市 長  菅谷 昭 （代理：危機管理部長 嵯峨 宏一） 

  ・上 田 市 長  母袋 創一（代理：消防警防課長 越 浩司） 

  ・須 坂 市 長  三木 正夫（代理：消防本部 警防課長 田村 忠男） 

  ・中 野 市 長  池田 茂 （代理：危機管理課長 三井 浩一 ） 

  ・大 町 市 長  牛越 徹 （代理：消防防災課長 遠藤 久） 

  ・飯 山 市 長  足立 正則（代理：副市長 月岡 寿男） 

  ・千 曲 市 長  岡田 昭雄（代理：危機管理防災課長 荒井 茂夫） 

  ・安曇 野市長  宮澤 宗弘 

  ・生 坂 村 長  藤澤 泰彦（代理：振興課長 松沢 昌志） 

  ・池 田 町 長  甕 聖章 （代理：建設水道課長 丸山 善久） 

  ・松 川 村 長  平林 明人（代理：副村長 平林 秀夫） 

  ・坂 城 町 長  山村 弘 （代理：副町長 宮下 和久） 

  ・小布 施町長  市村 良三（代理：総務課長 田中 助一） 

  ・木島 平村長  日臺 正博（代理：総務課長 佐藤 裕重） 

  ・野沢温泉村長  富井 俊雄（代理：総務課長 丸山 和久） 

  ・栄 村 長  島田 茂樹（代理：副村長 斉藤 家富） 

  ・長野地方気象台長 尾台 正信 

  ・長野県 危機管理部 危機管理防災課長 竹内 善彦（代理：危機管理防災課防災係） 

  ・長野県 建設部 河川課長 新家 智裕（代理：河川課管理調整係） 

  ・北陸地方整備局 大町ダム管理所長 渡部 修（欠席） 

  ・北陸地方整備局 千曲川河川事務所長 堤 達也 

 ●オブザーバー 

  ・東京電力パワーグリッド株式会社松本電力所長 大河原 健治 

  ・ＮＨＫ長野放送局 放送部長  柳澤 伊佐男 

  ・信越放送株式会社 報道部長  水野 正也（代理：小林 正知） 

  ・株式会社長野放送 報道部長  早川 英治（欠席） 

  ・株式会社テレビ信州 報道部長  松岡 隆 

  ・長野朝日放送株式会社 報道部長  郡司 勝己 

  ・長野県警察本部 警備部 警備第二課長 大川 雄一 

  ・陸上自衛隊松本駐屯地第 13普通科連隊第２科長 由良 恵介（欠席：災害派遣） 

４ 議事 

（１）水防災意識社会再構築ビジョンに基づく取組について 

（２）千曲川・犀川大規模氾濫に関する減災対策協議会規約（案） 

（３）現状のリスク情報や取組状況の共有 



（４）減災のための目標（案） 

（５）目標達成に向けた主な取組内容（案） 

（６）今後のスケジュール 

５ 議事概要 

（１）水防災意識社会再構築ビジョンに基づく取組について 

  ・事務局より取組についての背景と目的について説明した。 

（２）千曲川・犀川大規模氾濫に関する減災対策協議会規約（案） 

  ・減災対策協議会規約（案）について確認し、了解を得た。 

（３）現状のリスク情報や取組状況の共有 

  ・事務局より現状のリスク、減災に係る取組状況等を説明した。 

（４）減災のための目標（案） 

  ・今後５年間で達成すべき目標として、千曲川・犀川の大規模水害に対し「安全な場所への迅

速、確実な避難」「社会経済被害の最小化」を目指すこと。 

   また、目標達成に向けて「１．千曲川犀川の大規模水害における特徴を踏まえた避難行動」

「２．避難時間確保のための水防活動」「３．一刻も早く社会経済活動を回復させるための排

水活動」の取組を３本柱とすることを確認し、了解を得た。 

（５）目標達成に向けた主な取組内容（案） 

  ・現時点で想定される主な取組内容を挙げて説明した。 

（６）今後のスケジュール 

  ・今後の協議会の進め方について確認し、了解を得た。 

 以上をふまえて、協議会構成員で協力して取組方針の策定を行う事を確認した。 

 

 【構成員からの意見や質問、要望など】 

＜安曇野市＞ 

・予算を確保し、河川の未改修部分について早期に改修してほしい。 

 

＜飯山市＞ 

・この組織で減災対策をしっかりやってほしい。 

 

＜松川村＞ 

・この協議会で、市町村を超えた避難を検討したい。 

 

＜坂城町＞ 

・目標の達成のために必要な予算確保をお願いしたい。 

 

＜栄 村＞ 

・担当職員への説明もお願いしたい。的確な情報を速く伝えることは重要である。国の予算の積

み上げをお願いしたい。  

以 上 


